２　羽合地域の弥生時代の文化様相
羽合地域の文化様　　　弥生時代の文化の一般水準から、鳥取県下、ことに中部における出土品の状況を紹介してきた

相　　　　　　　　　から、羽合平野ならびにその周辺のこの時代の文化水準が、どの程度のものであったかが、ほぼ推察できたと思うが、何しろ遺跡として確実なものがまだ発見されておらず、数少ない表面採集
天神川と弥生原始　　の遺品にたよっての想察であるから、結論を出すにはまだ早い。しかし、弥生時代には、すでに
農民　　　　　　　　天神川のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はん),氾)濫原が、ほぼ現在のようにでき上がり、その間を自然河道が西に東に北流して三角洲を形づくり、現代までに、いくたの大洪水にも見舞われたものと思われる。

　　　　　　　　　　　この災害と戦いつづけて来た弥生原始農民の氏族共同体生活を営む苦闘時代から、この地人を支配する豪族（このことは後章に詳述する）が発生し、ついに歴史時代初期の条里制地割のごとき大事業が行なわれ、長い千数百年の間には庶民にとっては、平和な時代もあったろうが、荘園時代から武家の守護、地頭支配時代を経て、戦国EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょうらん),擾乱)、年貢のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちゅうきゅう),誅求)、江戸時代の階層厳守に強られつつ、長い年月を土地にかじりついてきたわれわれの祖先の忍耐力には頭のさがるおもいがする。

採集遺物による文　　　いまわれわれによって採集し得る土器は、これらの農民を支配し得た首長の家具が多く、石器
化様相　　　　　　　の斧、紡錘石、石のおもり、石庖丁、木器、木製農具などの多くは庶民のものであったろう、銅
銅鐸の意義　　　　　鐸のごとき貴重品は、それこそ豪族の秘蔵品としてその手に長く伝えられたものと推察される。またある一説では、部落共同体の宗教的楽器であるともいわれ、小田銅鐸出土例のように墓地とは別に見はらしのよい丘から出土することが多い。そしてこのころの弥生人の多くは、すみ丸角形或は方形の浅い堅穴に、丸木のサスを立てて組み合せた掘つ建小屋の住居で、たまには高床の倉庫もつくられたようである。もちろん虫害やネズミの襲来ともたたかいつづけたことであろう。
　　　　　　　　　　　考古学者は、この弥生時代を土器や石器、銅鐸の様式によって、前期・中期・後期の３時代に区分するのが常識になっているが、繁雑であるから省略する。この地方（中部地区）には概して中後期の出土品が多いということだけをいい足しておくにとどめる。
　　　　　　　　　　　最後にいまの通説では、弥生人は遺骨による調査の結果、大陸から稲をもたらした東洋人で、前の繩文時代人より平均３センチメートルぐらい身長が高いが、後になると逆に身長がちぢんで古墳時代に入ると見られており、在来の繩文人との混血の結果であろうとされている。（日本人の原像Ｐ、１５２  金関文夫博士説）

